
阪急交通社　2025年度 健康経営戦略マップ

*1 心身の体調不良が原因で、欠勤・休職など業務が行えない状態にあること

*2 心身の健康上の問題が作用して、出勤時の生産性が低下している状態にあること

健康投資

健康関連の最終的な目標指標
従業員等の意識変容・

行動変容に関する指標

健康投資施策の取組状況に関する

指標

健康投資効果

健康経営で解決したい経営課題

婦人科系検診費用補助

特定保健指導実施

有所見割合 減少

喫煙率 減少

15％以下継続

高ストレス者割合 減少

15％以下継続

アブセンティーイズム*1の低減

ワーク・エンゲージメントの向上

プレゼンティーイズム*2の低減

時間外労働 減少

心身ともに健康でいきいき働くこと

ができ、個々の能力を最大限に

発揮できる環境づくり

再検査・精密検査

対象者 減少

未病対策

・平均年齢は毎年上昇

・精密検査の受診率が低い

・40歳以上の運動習慣比率が低

下

※喫煙率は平均以下継続中

再検査・精密検査勧奨

定期健康診断受診徹底

人間ドック補助女性の健康増進

・女性従業員が多く、平均年齢の

上昇に伴い、40歳以上の女性従

業員も増加

・貧血有所見者が多い

女性の健康セミナー実施

禁煙プログラムの実施

メンタルヘルス

・メンタル不調による休業者が減少

傾向になく、再発するケースも増加

管理職ラインケア研修実施

新入社員セルフケア研修

休業者対応ツールの導入

復職プログラム導入

ワークライフバランス

・月平均時間外がは減少傾向にあ

るが、一部に長時間労働が見られ

る

・平均年齢上昇、女性比率も多い

ことから、今後介護や育児等での

休業者が増える見込み

長時間労働面談実施

ノー残業デー実施

実施率 目標60％

受診率 目標100％

利用者数向上

参加率 90％

対象者・面談者数 減少

満足度 90％

復職率 100％

定時退社率 90％
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健康課題

ヘルスリテラシーの向上

健康経営に対して社内で共通認

識を持ち、健康無関心層へもアプ

ローチが必要

※2025年度のテーマ「自分のカラ

ダとココロを知る」

育児休業復帰者向け

座談会開催

健康だより「はればれ」の発行 閲覧率 90％

特定保健指導対象者率

10％以下


